
【表紙】 

【提出書類】 有価証券報告書の訂正報告書 

【根拠条文】 証券取引法第24条の２第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成19年８月13日 

【事業年度】 第16期（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

【会社名】 ブックオフコーポレーション株式会社 

【英訳名】 BOOKOFF CORPORATION LIMITED 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  佐藤 弘志 

【本店の所在の場所】 神奈川県相模原市古淵二丁目14番20号 

【電話番号】 （042）769-1511 

【事務連絡者氏名】 専務取締役         松下 展千 

【最寄りの連絡場所】 神奈川県相模原市古淵二丁目14番20号 

【電話番号】 （042）750-8588 

【事務連絡者氏名】 専務取締役         松下 展千 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

（東京都中央区日本橋兜町２番１号） 



１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 
 平成19年７月２日に提出した第16期（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日）有価証券報告書の記載事項の一部に訂

正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。 

２【訂正事項】 
第一部 企業情報 
第４ 提出会社の状況 
３ 配当政策  

３【訂正箇所】 
 訂正箇所は＿線で示しております。 

 第一部【企業情報】 

第４【提出会社の状況】 

 ３【配当政策】 

  

 （訂正前） 

  当社は、利益配分を経営の最重要事項の１つと認識しております。連結純利益に対する配当性向は10～15％を目処とし、持続

的な業績向上を通じた増配を目指しつつ、内部留保資金については、財務体質の強化と将来の事業基盤強化に繋がる戦略的投資に

対して有効に活用してまいりたいと考えております。 

 以上の基本方針に則り、当期（平成19年３月期）の配当金は、前年と比べて１株当たり２円増加となる、１株当たり12円の配当

といたしました。 

  

 （訂正後） 

   当社は、利益配分を経営の最重要事項の１つと認識しております。連結純利益に対する配当性向は10～15％を目処とし、持続

的な業績向上を通じた増配を目指しつつ、内部留保資金については、財務体質の強化と将来の事業基盤強化に繋がる戦略的投資に

対して有効に活用してまいりたいと考えております。 

   なお、当社は会社法454条第５項に規定する中間配当をすることができる旨を定款で定めておりますが、当社の場合、例年、売

上高、経常利益とも下半期に偏る傾向があるため、現在のところ中間配当は行わず年１回の期末配当を基本的な方針としており、

株主総会の決議により承認を受けることとしております。 

   以上の基本方針に則り、当期（平成19年３月期）の配当金は、前年と比べて１株当たり２円増加となる、１株当たり12円の配

当といたしました。 

  

  なお、基準日が当事業年度に係る剰余金の配当は以下のとおりであります。 

  

決議年月日 配当金の総額 １株当たり配当金 

 平成19年6月23日  

定時株主総会 
 219,374,400円  12円 
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